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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月9日(2017.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイヤー処理液から沈殿する水酸化アルミニウム結晶の粒径を大きくする方法であって
、
　前記方法は、
　バイヤー処理液に、フェノール－アルデヒド縮合物を含む組成物を加える工程と、
　バイヤー処理液から沈殿した水酸化アルミニウム結晶を回収する工程と、
　を含むことを特徴とする、水酸化アルミニウム結晶の粒径を大きくする方法。
【請求項２】
　前記フェノール－アルデヒド縮合物が構造式（Ｉ）で示される繰り返し単位を含み、

【化１】

　式中、
　Ｒ１は出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群より独立して選ばれ、
　Ｒ２は出現毎に、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘ
テロシクリル、シクロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、および －ＯＲ３から成る
群より独立して選ばれ、
　Ｒ３は出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群より独立して選ばれ、
　Ｌは、－Ｃ（Ｒａ）（Ｒｂ）－または －Ｏ－Ｃ（Ｒｃ）（Ｒｄ）－であり、
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、およびＲｄは出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル
、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群より独
立して選ばれ、
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　ｍは出現毎に、０、１、２、および３から成る群より独立して選ばれる整数であり、
　ｎは１以上であって、
　前記アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル
、およびシクロアルキルはそれぞれ独立して出現毎に、非置換であり、または１つ以上の
適当な置換基で置換されている、
　ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フェノール－アルデヒド繰り返し単位が構造式（Ｉ－ａ）で示され、
【化２】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｌ、ｍ、およびｎは先の定義のとおりである、
　ことを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記フェノール－アルデヒド繰り返し単位が構造式（Ｉ－ｂ）で示され、
【化３】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｌ、ｍ、およびｎは先の定義のとおりである、
　ことを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記フェノール－アルデヒド繰り返し単位が構造式（Ｉ－ｃ）で示され、
【化４】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｌ、およびｎは先の定義のとおりである、
　ことを特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｒ１が出現毎に水素であり、
　前記Ｒ２が出現毎に、－ＯＨ、およびＣ１～Ｃ８置換または非置換アルキルより独立し
て選ばれ、
　前記Ｌが出現毎に、－ＣＨ２－または－Ｏ－ＣＨ２－ である、
　ことを特徴とする、請求項２～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
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　前記フェノール－アルデヒド縮合物が構造式（ＩＩ）で示され、
【化５】

　式中、
　Ｒ１は出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群より独立して選ばれ、
　Ｒ２は出現毎に、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘ
テロシクリル、シクロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、および －ＯＲ３から成る
群より独立して選ばれ、
　Ｒ３は出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群より独立して選ばれ、
　Ｒ４は出現毎に、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘ
テロシクリル、シクロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、および －ＯＲ６から成る
群より独立して選ばれ、
　Ｒ５は出現毎に、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘ
テロシクリル、シクロアルキル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、および －ＯＲ７から成る
群より独立して選ばれ、
　Ｒ６およびＲ７は出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘ
テロアリール、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群よりそれぞれ独立して
選ばれ、
　Ｌは、－Ｃ（Ｒａ）（Ｒｂ）－または －Ｏ－Ｃ（Ｒｃ）（Ｒｄ）－であり、
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、およびＲｄは出現毎に、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル
、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、およびシクロアルキルから成る群よりそ
れぞれ独立して選ばれ、
　ｍは出現毎に、０、１、２、および３から成る群より独立して選ばれる整数であり、
　ｎは１以上であり、
　ｐは、１、２、３、４、または５であり、
　ｑは、１、２、３、４、または５であって、
　前記アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル
、およびシクロアルキルはそれぞれ独立して出現毎に、非置換であり、または１つ以上の
適当な置換基で置換されている、
　ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記フェノール－アルデヒド縮合物が構造式（ＩＩ－ａ）で示され、
【化６】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ５、Ｌ、ｍ、ｎ、ｐ、およびｑは先の定義のとおりである
、
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　ことを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記フェノール－アルデヒド縮合物が構造式（ＩＩ－ｂ）で示され、
【化７】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ５、Ｌ、ｍ、ｎ、ｐ、およびｑは先の定義のとおりである
、
　ことを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フェノール－アルデヒド縮合物が構造式（ＩＩ－ｃ）で示され、

【化８】

　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、Ｒ５、Ｌ、ｎ、ｐ、およびｑは先の定義のとおりである、
　ことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｒ１が出現毎に水素であり、
　前記Ｒ２が出現毎に、－ＯＨ、およびＣ１～Ｃ８置換または非置換アルキルより独立し
て選ばれ、
　前記ｐが１または２であって、少なくとも１つのＲ４は －ＯＨであり、他の任意のＲ
４は、－ＯＨ、およびＣ１～Ｃ８置換または非置換アルキルより選ばれ、
　前記ｑが１または２であって、少なくとも１つのＲ５は －ＯＨであり、他の任意のＲ
５は、－ＯＨ、およびＣ１～Ｃ８置換または非置換アルキルより選ばれ、
　前記Ｌが出現毎に、－ＣＨ２－または－Ｏ－ＣＨ２－ である、
　ことを特徴とする、請求項７～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フェノール－アルデヒド縮合物が、
　酸性条件下で生成したブチルフェノールホルムアルデヒド樹脂、
　塩基性条件下で生成したブチルフェノールホルムアルデヒド樹脂、
　酸性条件下で生成したレゾルシノールホルムアルデヒド樹脂、
　塩基性条件下で生成したレゾルシノールホルムアルデヒド樹脂、
　酸性条件下で生成したフェノールホルムアルデヒド樹脂、
　塩基性条件下で生成したフェノールホルムアルデヒド樹脂、
　酸性条件下で生成したクレゾールホルムアルデヒド樹脂、
　塩基性条件下で生成したクレゾールホルムアルデヒド樹脂、
　酸性条件下で生成したオクチルフェノールホルムアルデヒド樹脂、および
　塩基性条件下で生成したオクチルフェノールホルムアルデヒド樹脂、
　から成る群より選ばれることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記組成物が、エトキシル化およびプロポキシル化アルキルエーテルまたはアルコール
、脂肪酸エステル、低級芳香族炭化水素油、ケロセン、重質芳香族ナフサ（“ＨＡＮ”）
、プロピレングリコールモノメチルエーテル、ｎ－ブタノール、イソブタノール、および
これらの組み合わせから成る群より選ばれる溶媒を更に含むことを特徴とする、請求項１
～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記組成物が、
　酸性条件下で生成したブチルフェノールホルムアルデヒド樹脂と、エトキシル化および
プロポキシル化アルキルエーテルとを含む組成物、
　酸性条件下で生成したブチルフェノールホルムアルデヒド樹脂と、ケロセンとを含む組
成物、
　塩基性条件下で生成したブチルフェノールホルムアルデヒド樹脂と、エトキシル化およ
びプロポキシル化アルキルエーテルとを含む組成物、
　塩基性条件下で生成したブチルフェノールホルムアルデヒド樹脂と、ケロセンとを含む
組成物、
　レゾルシノールホルムアルデヒド樹脂と水酸化ナトリウム溶液とを含む組成物、
　酸性条件下で生成したフェノールホルムアルデヒド樹脂と、エトキシル化およびプロポ
キシル化アルキルエーテルとを含む組成物、
　塩基性条件下で生成したクレゾールホルムアルデヒド樹脂と、プロピレングリコールモ
ノメチルエーテルと、ｎ－ブタノールと、イソブタノールとを含む組成物、および
　酸性条件下で生成したオクチルフェノールホルムアルデヒド樹脂と、ケロセンとを含む
組成物、
　から成る群より選ばれることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
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